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我
孫
子
中
体
育
館
で

六
十
五
歳
以
上
の
方
は
参
加
を

九
月
十
五
日
は
泌
氏
の
禄
u
H

と
さ
れ
齢
別
名
の
お
と
殺
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

出
イ
山
中
削
に
お
き
ま
し
て
は
、
郎
内

年
こ
の
お
宏
、
老
人
幅
削
絞
り
総

絡
を
潟
め
腎
潔
都
府
主
附
関
心
を
相
時

め
、
恋
人
の
み
な
さ
ん
の
機
嫌

を
ね
が
い
‘
殺
人
悩
閥
抗
也
大
会
会

出
先
隠
し
て
ま
い
れ
ソ
ま
し
た
》

本
年
も
、
九
月
十
五
告
に
派

総
子
中
学
技
然
出
抑
制
蛸
に
お
い
て

老
人
情
削
机
拡
大
会
を
附
州
繁
い
た
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
数
知
捌
い
た
だ
く
ガ
は
六
十

笠
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
で
、
こ

の
お
に
は
長
存
者
に
対
す
る
記

念
誌
の
隊
出
議
等
式
典
的
ほ
か
、

採
決
な
ど
を
燥
し
ま
す
。

恋
人
は
多
年
に
わ
た
れ
ソ
社
会

的
遂
渓
に
努
与
さ
れ
た
入
、
と
し

て
殺
後
さ
れ
、
か
つ
、
陥
悶
串
牒
で

安
ら
か
な
ゑ
知
的
を
何
時
出
陣
さ
れ
る

額い

iiiの家殺がfIli告白に行なわれるには

やはり、みえ主きまのご協力がなくて

iまでぎません。殺は決められた甥閥

均に完納するようお綴いします。

おの納税

一(防災の臼)

べ
き
で
あ
ち
ま
す
。

前
払
慾
も
こ
れ
ら
の
が
方
々
に
対

し
そ
の
後
臨
酬
を
ね
が
い
調
晴
朗
貯
と

関
心
を
高
め
た
い
も
の
で
す
。

まれ
N
.

送
人
が
自
ら
の
張
緩

め
出
向
上
に
努
め
る
怒
殺
を
世
間
徐

る
た
め
に
極
々
の
絞
僚
が
な
さ

れ
て
い
ま
ず
e

し
か
し
な
が
ら
.
老
人
が
社

会
的
問
経
済
的
問
お
よ
び
家
-M
躍
的
に

に
弱
い
双
務
に
お
か
れ
て
い
る

綴
肉
に
あ
る
と
と
は
答
申
起
で
脅

宮
崎
ω

ん
ω

老
人
の
入
機
が
完
全
に
絞
ら

れ
る
忽
い
宇
h

ソ
が
お
凝
だ
と
添

い
ま
す
。

火
の
始
末
は
完
全
に

出w

淡
い
時
間
地
鴇
併
の
そ
ば
.

山
保
や
出
川
ベ

0
に
近
寄
ら
な
い

ぬw
級
協
尉
は
一
分
明
mscた
ら
ひ
と

安
心

大
地
明
留
の
本
山
健
殺
が
絡
的
仇
す

る
肌
吋
州
問
時
料
、
大
休
日
分
間
洲
ム
間
後

主
い
'
わ
れ
て
お
ち
ま
す

v

mw

火
元
の
出
品
倹
を
緩
め
て
か

ら
鈴
ワ
滋
島
町
の
人
命
救
山
悶
世
帯
に

銘
刀
す
る

品W

斡
付
ち
出
し
た
然
倒
的
世
帯
モ
滋

融
問
平
成
場
な
ど
を
ふ
さ
が
な
い
ご
み
の
多
盈
に
出
る
家
後
で
は
夜
後
疫
の
ご
み
佼
都
知
機
部
出

品W

験
実
な
出
回
線
に
稔
い
野
次
〈
凶
期
間
凶
参
制
問
〉
に
遼
綴
し
、
郊
の
凝
場
底
値
異
的
総
ぷ
に
従
い
絞
殺

宮
内
的
な
行
動
を
し
た
い
し
て
く
だ
さ
い
。
湾
総
は
午
毅
九
時
か
ら
午
後
開
問
肺
門
説
明
、
で
す
o

m
w

絞
序
ム
官
邸
リ
争
わ
れ
が
ち
な
き
れ
い
な
町
仁
す
る
た
め
。
ど
み
は
終
対
に
肉
、
空
後
滋
開
閉

行
動
制
は
総
し
む
等
に
総
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
協
同
て
る
議
官
蹴
加
え
し
た
ら

8

①
遊
脚
部
v
い
は
自
動
車
の
佼
削
m

動
家
の
ナ
Y
パ
ー
を
我
孫
子
市
役
所
取
後
滋
ゑ
緩
ま
で
お
知
ら
せ

は

世

聴

け

る

く

だ

さ

い

。

驚

絡

八

三

i
一
叫
ぶ
…
滋
内
線
二
八
六
餐

首
弘
公
共
機
際
〔
災
事
茶
飯
ご
み
の
投
棄
に
は
ゆ
九
分
総
認
し
て
お
号
室
す
リ
発
見
し
た
ら
処

本
線
、
警
察
饗
〉
か
ら
の
情
報
分
合
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ナ
。

や
ヲ
ジ
ム
ベ
テ
レ
ザ
等
合
絞
窓

し
て
開
閉
き
恥
仇
し
て
デ
マ
地
問
削
相
執
怖

い
い
泌
う
ζ

と
な
く
火
の
始
末
や

身
辺
暗
殺
淡
を
日
行
な
い
淡
努
の

M
約
締
慨
を
は
か
り
グ
た
い
も
の
で

ムす。

天
災
e
人
災
も
日
頃
の
注
意
か
ら

院
眠
}
だ
の
著
し
い
鐙
索
、
村
特
柑
肝

mw
骨
強
臨
械
に
品
作
い
災
害
も
ま
た
、

各
所
に
額
料
持
し
て
尊
い
人
命
や

叫
問
機
け
か
灸
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

天
災
、
人
災
を
関
わ
ず
ぷ
内
緩

め
ゑ
泌
を
脅
か
し
水
準
り
ど
ん

底
む
お
と
し
入
れ
る
災
後
か
ら

余
命
、
叫
間
帯
胤
ヨ
攻
守
争
、
よ
号
中
平

悩
酬
な
鯵

a"を
送
る
た
め
、
常
時

頃
か
ら
災
燃
の
予
妨
げ
ド
刷
協
匁

は防災前
自 W 日

全土地
益五漠
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し
、
そ
り
疎
開
伎
に
充
分
対
的
地
し

得
る
よ
う
そ
倍
梁
掛
閣
改
数
え
て

お
く
こ
と
が
必
婆
だ
と
緩
い
ま

ず
。

そ
こ
で
、
大
正
十
一
一
年
九
月

一
日
関
東
地
ガ
に
怒
っ
た
大
地

震
を
級
品
目
し
て
広
〈
悶
附
邸
内
が
地

緩
や
台
風
、
世
阿
州
問
な
ど
に
よ
る

災
後
に
つ
い
て
叩
錦
織
を
深
め
、

ふ
だ
ん
か
ら
こ
れ
ら
の
災
後
に

対
す
る
心
紛
え
を
も
た
せ
る
こ

と
や

w

鈴
約
と
し
て
九
月
刊
日
を

「
防
災
の
鍛
闘
い

k
定
め
ら
れ
た

わ
け
で
す
。

最
近
終
陵
に
つ
い
て
は
複
々

の
学
設
が
燃
え
ら
れ
、
そ
の
綴

帝
都
が
刻
々
近
づ
崎
君
つ
つ
あ
る
ゃ

に
も
線
w
撤
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
会
情
熱
.
火
事
等
も
会
仏
り
で

あ
ら
渉
る
災
委
託
対
し
て
、
日

頃
か
ら
こ
れ
ら
に
対
す
る
心
得

な
ど
を
十
品
。
'
研
究
準
緩
す
る
と

と
が
必
割
問
で
あ
れ
ソ
「
防
災
。

院
の
」
議
緩
和
弘
深
め
る
こ
之
と

添
い
ま
す
ο

そ
こ
で
火
地
震
な

ど
に
対
す
る
心
得
と
し
て
、
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
ま
し

た。⑤
川
?
ム
擦
の
心
得

大
総
震
は
災
前
仰
と
し
て
怒
る

弱
然
務
畿
で
ふ
る
る
が
、
も
し
地

畿
が
起
っ
て
も
み
だ
れ
J

に
数
ふ
れ

る
こ
と
な
く
、
冷
綿
時
な
削
相
臨
削
の

も
k
wい
行
動
を
と
る
こ
と
が
必

閣
官
で
す
。
ま
れ
品
、
地
震
そ
の
も

の
mv
仲間樹首よ

P
も
そ
れ
は
よ

っ
て
鐙
る
火
事
等
に
よ
る
後
警

は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
主
総
わ

れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
一
一
次
災
轡

に
殺
す
る
燦
然
や
心
以
掛
け
に
つ

い
て
十
分
後
糾
問
し
て
お
く
ζ

之

が
大
切
で
す
。

関
東
大
総
昭
点
的
死
者
の
火
係

分
以
柏
崎
欄
障
の
あ
と
に
凝
っ
た
凡

災
の
た
め
に
亡
く
な
っ
て
い
ま

ず
。
地
震
が
抑
制
き
た
ら
ま
ず
的

を
お
い
て
も
火
め
総
米
安
完
全

に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
暗
絡
協
帆
か

ら
端
情
火
の
畿
綴
も
伽
応
分
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

品
山
火
祭
出
札
問
削
仕
席
議
且
干
に
つ
い

て
は
不
潔
か
ら
充
分
な
点
検
討
蹴

描
闘
を
行
な
い
、
禍
例
灘
、
設
備
は

十
分
な
強
榔
換
な
も
た
せ
る

③
ガ
ツ
翌
シ
、
対
治
、
建
一
治

プ
ロ
バ

γ
ガ
A
等
危
険
物
に
つ

い
て
は
絞
震
な
繁
期
掃
を
す
る

日

w

線開脱出吋
mu
規制批

地
震
が
綴
っ
た
師
吋
は
ど
う
し

て
も
あ
わ
て
て
し
ま
う
の
で
、

訪
問
誘
い
て
察
行
し
て
〈
だ
き

、。
色
、m

w

ガ
マ
ハ
、
泌
滅
的
り
然
脇
田
議
例
制

は
的
犯
し
て
一
定
践
を
開
閉
め
る

ゆ
使
割
問
中
の
山
地
気
器
兵
和
創
刊
い

援
し
込
み
た
抜
く

③
殿
山
内

ιい
る
時
は
火
炎
な

胸
部
共
に
身
を
務
砕
い
る

会
あ
わ
て
て
戸
外
い
い
と
び
出
向

き
な
い

1ね主役弘、1銭郁入山す!

市内で

p 
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。
先
君
我
同
開
チ
市
出
品
川
二
一
ぬ
の
一
一
一
小
島
内
γ
メ
事
ん

か
ら
保
有
国
閣
で
お
使
い
く
だ
さ
い
と
、
電
気
オ

ル
ガ

y
・
テ

ν
ピ
各
ザ
ι
討
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

ゃ
ん
‘

ミ
さ
っ
そ
く
-
m
地
気
オ
ル
ガ

γ
は
夜
係
鴨
日
開
問

に
ま
た
テ
V
ど
は
刈
式
会
係
官
間
関
L
設
毅
い
た

し
ま
し
た
υ

八
〉
ま
た
設
相
聞
子
市
政
友
会
資
年
部
代
表
小
限
附

締
役
殺
さ
ん
か
ら
一
万
円
の
努
院
が
あ
り
ま
し

た
こ
れ
は
学
祭
約
ま
つ
れ
ワ
の
祭
出
一
線
検
畿
で
す

こ
昭
二
月
間
け
に
つ
い
て
は
絞
ふ
ふ
た
す
汁
あ
い
の

篠
崎
ふ
活
用
問
窮
者
の
紋
淡
に
使
用
さ
佼
て
い
た
だ

く
ζ

と
に
し
ま
し
た
。

環

衛

だ

r
h
h〆

キ佐気象会

ま長Fもみ
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市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
募
集

申
し
込
み
は
九
丹
一
一
一
十
自
ま
で
に

今
〆

一
世
術
巾
で
は
‘
次
の
と
お
り
市
営

一仲絵棋{宅毛惜揃聞欠入凪屍向者
h宏
乞
甘
募
押
祭
い
た

一
し
ま
す
。

一
(
入
居
資
務
)

一
@
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

十
ま
た
は
、
現
在
問
問
活
親
絞
が
あ

ぬ

る

者

口
H
@
蕊
恋
仲
民
生
市
に
泊
阿
っ
て
い
る

ー
と
と
が
酬
明
ら
か
晴
、
あ
る

ιと

山
間
@
制
時
総
開
問
中
E

忍
ヰ
肢
の
収
入

時
が
次
に
淡
刑
判
叫
す
る
務

抑
制
司
、
品
伏
後
蛸
脱
線
一
人
的
緩
ん
羽

織
は
収
入
総
添
削
械
が
派
十
八
万

一

間
H
ま
匂

…
“
三
伏
線
級
後
一
一
人
の
総
合

一
は
如
帆
入
説
刷
機
敏
が
六
十
五
万

一
明
晶
子
m
H
ま
で

一
ぺ
叫
試
薬
務
後
三
人
の
場
合

一
は
叡
入
盤
準
柑
棋
が
七
十
一
一
一
万

一

汚

ま

で

こ
ミ
扶
養
朝
胸
骨
駅
間
間
人
の
場
合

F

は
叙
入
基
準
額
が
入
十
五
万

1

玄
手
回
り
ま
で

あ
点
、
扶
養
蛸
属
議
五
人
の
場
合

は
向
棋
人
基
準
時
績
が
八
十
八
万

報

開
H

ま
で

ハ
令
し
込
み
拙
斑
山
糾
幾
何
制
V

広
@
市
防
笈
仲
掠
宅
入
器
開
申
し
込
弘

、‘

.4
一吋開時物使郵種一一-第

抑
制
和
制
附
間
十
七
匁
緩
め
稔
孫

子
市
総
災
敬
次
の
主
お
れ
ワ
骨
滞

緩
い
た
し
ま
す
の
で
、
務
総

点
制
は
様
、
し
み
み
く
だ
き
い
o

w
v
鵠
職
後
お
よ
び
縁
関
開
場
出
品
人

踊
腕一

後
一
行
殺
事
前
械
銅
線
叫
間
十
五

名土
木
後
桝
制
緩
自
民
一
品
名

V
受
議
資
格

。
大
学
‘
媛
大
卒
業
者

は
、
昭
和
二
十
二
年
間
間
同
月

一
一
員
同
品
薄
に
生
ま
れ
た
者

@
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

者
ま
た
は
ζ
れ
と
お
等
以

上
の
晶
子
力
を
有
す
る
者

は
‘
制
明
縁
日
…
十
六
年
間
出
万

二
詞
以
降
甘
い
集
ま
れ
た
議

@
土
木
技
術
総
長
は
、
閥
均

品肯

@
吉
山
混
住
宅
人
目
的
務
委

@
伎
気
商
品
の
総
本

。
閉
昭
和
和
四
十
五
年
度
品
約
μ
争
中
丸

支
払
い
変
貌
炎

場
害
程
度
に
応
じ

尉
郁
年
代
別
潟
市
甲
掛
恥
伸
弘
樹
哨
凝
り

途
を
允
ど
づ
て
お
れ
ツ
閣
品
設
に
渋

っ
て
、
は
犬
舎
な
社
会
問
削
掛
に

な
っ
て
い
ま
す
。

に
の
交
議
事
故
に
よ
与
負
傷

死
亡
し
た
方
々
を
救
済
す
る
た

め
、
受
滋
災
害
保
持
金
支
給
条

例
が
あ
り
ま
す
。

と
の
制
度
は
、
本
市
に
住
所

が
あ
り
、
か
っ
住
民
基
本
合
緩

ま
た
は
、
外
鼠
人
登
録
法
的
裁

定
に
よ
り
本
粛
に
記
録
さ
れ
て

い
る
者
ま
た
は
援
録
を
し
て
い

る
車
鳴
を
対
象
と
し
て
、
不
拳
に

し
て
宮
通
事
放
に
よ
宇
久
傷
、

死
じ
さ
れ
た
場
合
に
ふ
巾
淡
か
ら

蜘
相
十
一
一
年
削
削
減
二
口
H
M
M
織
に

絞
れ
た
務

。
ゑ
僚
に
枠
拡
仲
叫
す
る
議
、
ま

た
は
滋
柚
抑
河
拙
聞
の
耐
組
閣
に
謀

総
ず
る
k
認
め
る
者

相

V

次
の
い
ず
れ
か
に
銭
幾
す
苔

殺
は
受
験
明
、
理
霊

E
昌
喜
重

宮
崎
忽
せ
ん
爾
観
桜
灘
顕
蹴
開

。
同
日
本
の
欝
:
一
=
一
一

鍋
昨
轄
を
者
鰻
引
川
副
在
k

し
な
い
者
艇
鱒
纏
認
隠
襲

。

禁

治

産

i

!

者
お
よ
び
態
禁
治
産
者

@
禁
綴
以
上
の
測
に
処
せ
ら

れ
た
者

V
受
験
手
続

。
出
申
し
込
み
間
川
部
制
は
、
市
役

所
捻
務
総
行
政
淵
師
で
交
付
し

ま
す
。

ハ
人
間
抽
選
考
の
方
法
d

@
選
考
役
員
会
が
袋
情
を
潟

市
対
し
‘
仲
院
議
の
間
間
出
射
す
る
脱
会

い
の
潟
い
も
の
か
ら
入
級
殺
攻

決
泡
し
ま
す
。

車

内

記

住

の

交

通

災

却
問
符
金
と
し
て
ケ
ガ
の
怒
皮
に

山
路
じ
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
一
途
縄
米
滋
二
千
円
か
ら
死

亡
五
十
万
m
門
ま
で
六
段
階
に
分

け
て
支
給
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
あ
っ
て
も
、

災
餐
ヰ
告
が
故
意
ま
た
は
、
震
大

な
活
躍
失
、
由
時
日
]
の
故
意
の
犯
罪

行
義
に
よ
ち
災
宜
闘
を
受
け
た
と

き
は
支
給
い
た
し
ま
せ
ん
ν

品w欠品締官横幅制

m
w
対
象
殺
が
「
お
れ
ι
哲陥鳳」

い
い
よ
ち
儀
後
一
安
絞
っ
た
と
き

@
対
象
殺
が
「
剥
制
齢
制
耕
問
機
、

縁
日
行
務
総
不
災
謝
申
明
地
郎
知
い
に

よ
れ
ツ
築
後
一
致
鈎
臨
し
御
間
後
会
後

。
や
し
刊
絡
み
隅
m
部
軌
を
端
部
俊
で

繍
附
議
す
る
務
会
神
体
、
制
約
的
問
的

申
棋
に
寸
受
験
期
e

し
込
み
同
開
総

務
家
」
と
糸
惑
し
、
あ
て
先

恥
定
期
明
記
し
た
滋
栓
問
問
開
封
鎖

円
必
ず
十
五
回
u
m
w
訴
す
な
は
る

h
i
i
z
t
ζ
と
〉
を
閣
内

路
線
醤
灘
鑓
蝿
齢
出
向
し
て
く
だ

さ
弱

=-2還
さ

い

宮
一
三
瞳

Z
しま

麗

襲

麺

類

謹

手

緩

1
1
1
1
1
1
e
-怒
し
込

み
蓄
に
必
要
な
慈
市
慌
を
出
回
八
万

で
記
入
し
、
事
後
続
行
時
政
時
開

へ
楠
栢
山
山
し
く
く
だ
き
い
。

@
申
し
込
み
構
習
に
は
毅
終

学
校
卒
幾
淡
陣
納
骨
脱
線
幾

滅
。
幾
近
ム
ハ
ム

影
し
た
銀
ew
持叫

@
入
院
出
品
唱
を
選
考
す
る
場
合

で
陀
宅
む
回
樹
察
側
関
伎
の
由
止
め
が

た
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
問
問

拙
せ
ん
に
よ
号
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

(
受
付
)

昭
和
開
悶
十
六
年
九
晃
一
同
誌
か

ら
刊
門
和
問
問
十
六
年
九
万
三
十
お

ま
でそ

の
悠
持
例
制
に
つ
い
て
は
‘

市
役
所
総
前
後
腕
隅
添
俊
樹
肱
縄
師
空

で
お
州
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で

っ
た
と
き

@
対
象
者
が
「
涼
酸
い
ハ
一
治

気
帯
び
)
運
転
」
に
よ
号
事

故
を
起
し
傷
害
を
複
っ
た
主

き
@
対
象
者
の
自
殺
行
為
ま
た

は
犯
罪
行
為
に
よ
る
と
き

@
地
問
時
、
津
波
、
噴
火
山
内

乱
、
そ
の
他
の
熱
帯
拡
に
よ
る

と
き

m
m
対
象
地
鳴
が
然
免
許
で
一
一
廓
災

合
唱
瑚
較
し
て
い
る
間

。
州
川
魚
品
制
が
総
明
地
齢
相
、
後
品
伐

醐
間
然
、
棚
附
陥
欄
の
た
め
滋
絡
以

外
の
場
所
に
お
い
て
務
純
に

策
氷
し
て
い
る
附
附

て
く
だ
さ
い
o

v品
開
付
期
間

開
閉
和
間
関
十
六
年
九
月
十

六
お
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
軍
採
用
予
定
日

昭
和
四
十
七
年
四
月
一

口
H

V
そ
の
稔

m
w
試
験
日
程
は
、
受
験
中

し
込
み
者
に
加
地
ヮ
て
滋
州
知

し
ま
す

品
暫
そ
の
品
地
総
絡
に
市
い
て

昨
柏
市
役
所
肌
総
務
総
日
付
数
線

へ
お
問
い
合
わ
品
怖
く
だ
さ

2
b
v
 

間
同
情
作
品
凱
は
災
者
山
一
日
ま
た
は
治

皆
艇
の
諸
求
に
よ
り
支
給
し
ま
す

が
、
災
害
者
が
未
成
年
者
で
あ

る
と
き
は
抑
制
権
者
小
川
訴
求
に
よ

り
支
給
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
畑
出
降
殺
を
受
け
る
権

利
刊
は
抽
出
に
絞
り
渡
し
ま
た
は

銀
以
怖
に
す
る
と
と
は
で
き
ま
せ

ん。
見
郎
防
肉
食
中
切
な
げ
よ
う
と
す
る

主
き
は

市
開
山
後
期
陣
附
開
会
の
場
合

ア
官
射
故
発
然
状
況
細
部
約
機

J
q

枇
智
惜
撚
出
留
の
交
噛
繍
事
故
経
附
明

議

内

γ

開
路
線
引
数
厳
令
山

品
絵
国
内
酉
需
の
学
ま
た
は
外
図

入
後
録
務
託
間
関
裟

・
だ
そ
の
俊
市
民
間
が
必
要
と
認

め
る
察
結
納

死
亡
祭
捧
金
の
場
合

ア
奈
故
発
生
状
況
報
告
書

イ
鵬
首
察
む
交
通
事
故
証
問
問

ウ
死
亡
診
断
書
ま
た
は
死
体

検
事
最
愛

足
後
砥
均
富
民
ま
た
は
外
線
人
登

品榔骨砥時間骨髄

オ
向
附
掛
端
討
組
問
問
世
阿

方
そ
の
総
務
総
対
が
必
援
と
滋

め
る
簿
類
会
後
燃
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

な
お
、
然
倒
織
に
づ
い
て
は
市

役
淡
然
災
婦
州
市
民
総
務
ん
浦
拠
点
料
金
山

雌
閉
ま
明
、
お
側
向
い
念
、
ね
せ
く
だ
き

い
。
後
親
知
人
二
39

笈
…
棋
常

市
内
線
一
一
間
口
二
後

。喜界い草車線少なレ損害o
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…
十
歳
米
満
の

(
学
宵
持
土
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
下
仲
林
野
然
災
後
〉

館
協
離
の
診
欝
に
よ
り
月
額
千
円
支
給

に
福
祉
乎
当

市
巾
明
、
は
、
ニ
十
絞
米
絞
め
心

臨
時
隊
機
殺
の
ガ
に
、
出
叩
時
開
む
よ

り
綴
絞
手
当
を
支
給
し
て
お
り

移
ホ
ム
9
0

と
拍
手
当
は
、
我
孫
ノ
ナ
市
に

殺
伐
す
る
ザ
一
十
歳
未
満
の
方
で

身
体
誇
害
児
童
(
身
体
障
害
者

滋
社
法
に
基
づ
く
一
一
一
級
以
上
の

賂
警
の
方
)
、
精
神
薄
弱
児
童

教
職
員
時
開
放
火
会

総
孫
子
市
内
の
小
e
中
学
仙
棋

も
今
日
村
ハ
九
月
一
日
〉
か
ら
二

以
e

附
則
仰
い
入
り
ま
し
た
が
、
八
月

叩
…
十
…
日
に
反
休
み
を
初
期
し

h

ゼ
、
我
M
開
子
市
山
口
教
級
協
民
球
技

大
会
が
湖
北
小
主
嗣
間
作
品
中
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

ζ

の
大
会
は
、
我
孫
子
地
区

虫
学
絞
り
教
職
員
を
西
彰
、
湖
-

北
・
布
佐
地
区
の
教
酷
組
員
を
策

室
主
し
て
、
東
西
宮
五
十
余
名

の
先
生
方
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
司

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
.
テ
ユ

丸
、
野
球
の
五
種
目
で
争
わ
れ
可
J

ま
し
た
が
、
漏
出
翠
が
凶
時
間
一
一
一
敗

的
少
畿
で
援
組
問
い
た
し
ま
し
た

常
臼
絞
.
生
徒
の
担
問
海
で
神

材
開
を
湖
沼
り
絡
め
て
い
る
先
生
カ

も
こ
の
お
ば
か
れ
ソ
は
、
問
僚
に

戸
開
問
を
波
打
九

児
期
強
制
相
談
吋
次
総
始
押
端
持
岬
靭
単
調
一
史

}立制相関凶
4

妨
げ
か
料
判
定
し
た
務
抽
押
簿

弱
者
も
し
く
は
特
別
却
な
泰
品
開

に
よ
号
、
即
時
制
闘
が
診
断
し
た
知

抽
出
指
訟
五
ハ
U
H
以
下
む
芳
、
ま
た

は
こ
れ
と
閣
内
緩
申
止
の
方
で
毘
出
額

の
診
読
書
に
釜
づ
き
古
市
長
由
認

定
し
た
方
に
月
綴
一
千
田
川
支
給

い
た
し
ま
す
。

国
民
年
金
相
談
所
を
鍔
設

問
国
民
和
T
A
軍
事
幾
も
附
附
潮
間
に
向

上
し
て
お
争
、
本
年
皮
五
月
か

ら
待
銭
的
十
年
年
金
の
文
品
開
閉
開

始
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
鋒
い
、
数
近
怒
ム
棋
に
附
附
す

る
樹
脂
淡
も
火
部
品
多
く
な
っ
て
お

ち
ま
?
の

と
れ
ら
の
疑
問
い
い
お
附
耐
え
す

る
た
め
、
次
の
U
H
制
搬
に
よ
り

「
匁
品
購
制
相
談
端
的
」
役
附
胤
絞
い
た

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ど
料
開
同

く
だ
さ
い
a

て
問
問
時
吋
九
万
十
五
日

ハ
持
月
開
臨
U
H
V
血
よ
線
十
略
吋
か
ら

午
後
一
一
一
略
吋
ま
で

聞
大
綾
部
問
中
炎
公
開
路
線

一
品
‘
拙
柑
純
綿
融
践
校
会
出
陣
地
側
議
務

掛
川
附
開
制
民
総
・
魚
、
修
松
山
忽
ふ
蹴
部
和

w
d
様
、
養
護
脱
税
労
務
会

削
側
、
制
梢
畿
内
線
関
脇
地
絡
会
・

綴
崎
市
年
金
・
渦
潮
材
持
布
十
一
点
棋
の
楠
棋

慾
学
絞
き
に
つ
い
て

絡
協
胤
保
険
・
U
H
蹴
脱
出
撒
臨
附
加
体
験

の
総
求
手
蹴
腕
き
に
つ
い
て

図
聞
広
年
金
中
車
輪
開
品
臨
時
制
説
杵
母
徴

収
に
つ
い
て

こ
の
手
当
は
、
こ
れ
ら
児
支

の
晶
体
談
者
に
支
給
い
た
し
ま
す

の
で
受
絡
を
希
製
す
る
方
は
福

祉
事
務
所
に
・
申
請
し
て
く
だ
さ

、。'h智

な
お
。
詳
絡
に
つ
い
て
は
徳

松
也
事
務
訴
〈
市
役
所
八
二
l
一

一
五
一
番
内
線
二
三
八
議
)
に

お
問
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

務
縮
問
問
問
か
ら
お
願
い

新
し
い
仲
間
絞
殺
添
に
な
三
に

姉
崎
燃
に
お
郎
総
い
の
ガ
H
H
絞
胤
仰
蜘
訓

示
に
よ
っ
て
で
磐
た
新
し
い
銭

絞
殺
ど
俊
樹
開
く
だ
さ
い
9

総
務
絡
を
抽
出
悶
悶
し
ま
す
主
制
開

後
絡
が
罵
離
れ
ま
す
。

な
お
、
開
出
総
務
会
に
お
住

い
の
方
は
端
概
数
、
室
耳
骨
品
勺
を
正

し
く
お
量
制
き
く
だ
さ
い
。

ま
た
‘
不
殺
が
ち
の
お
収
唱
で

は
制
滞
緩
受
結
制
A
V
脇
紙
撤
脱
会
的
制
緩
い

し
ま
す
。歩

く
帝
国
民
教
室

第
一
一
一
誠
一
歩
く
が
夫
教
務
一
を
次

の
主
お
争
開
閉
淡
い
た
し
ま
す
の

で
多
数
参
加
捌
く
だ
さ
る
よ
う

総
領
い
い
た
し
ま
す
。

V
E時
吋
九
月
十
九
誌
へ
忌
)

午
前
十
待
か
ら
午
後
J

一昨吋ま

で
-
た
だ
し
‘
一
燃
の
場
合
同
弘

九
万
二
十
六
詩
、

V
集
会
場
開
問
中
炎
公
災
綴

V
滋
策
「
略
的
孫
子
治
区
仙
W

い

中
炎
公
民
緩
1
1
V
融関経対新蜘均

ま
す
の
で
料
開
捌
く
だ
さ
い
ら

w
v
臨
時
九
月
二
十
七
日
同

(
n
n

限
目
〉
午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で

V
場
所
布
役
支
所

な
お
当
日
は
行
設
担
相
談
員

お
よ
び
人
権
擁
護
相
談
員
が
出

席
の
予
定
で
す
G

727 




